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良

道

衆
生
に
お
け
る
悟

へ
の
根
拠
を
与
え
る
仏
教
教
理
学
の
な
か
で
も
、

如
来
蔵
思
想
は
、
成
仏
へ
の
可
能
性
の
根
拠
を
衆
生
自
身
の
本
性
の
う

ち
に
認
め
重
要
な
る
位
置
を
も

つ
も
の
で
あ
る
。
如
来
蔵
思
想
が
中
国

仏
教
思
想
構
築
に
与
え
た
影
響

の
大
な
る
事
は
、
諸
先
学
の
指
摘
さ
れ

る
所
で
あ
る
。
印
度
如
来
蔵
思
想
形
成
に
大
き
な
影
響
力

を
も

つ
た

『
勝
髭
経
』
の
標
準
的
註
釈
書

『
勝
壼
宝
窟
』
を
著
し
た
吉
蔵
は
、
如

(1
)

来
蔵
に
対

し

「仏
法
大
意
」
・
「
仏
法
根
本
大
事
」
と
し
て
非
常
に
高

い

評
価
を
与

え
て
い
る
。
本
研
究

で
は
そ
の
点
に
着
目
し
般
若
中
観
思
想

を
基
調
と
し
た
吉
蔵
が
、
如
来
蔵
を
ど
の
様
に
解
釈
し
て
い
る
か
を
中

心
に
し
て
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。

『
勝
髪
経
』
は
、
如
来
蔵
に
つ
い
て

一
切
の
仏
法
を
成
就
し
て
い
る

如
来
の
法
身
が
、
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
状
態
即
ち

一
切
衆
生
に
悟

へ

の
因
が
内
在
す
る
事
を
如
来
蔵
と
し
て
、
如
来
蔵
を
在
纒
位
の
法
身
と

定
義
す
る
の
で
あ
る
。
『
勝
髭
経
』
に
於
い
て
こ
の
様
に
定
義
さ

れ
る

如
来
蔵
を
中
国
仏
教
は
、
如
何
に
理
解
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う

か
。

『
浬
契
経
集
解
』
に
よ
れ
ば

僧
宗
日
。
(略
)
勝
髪
経
言
。
如
来
蔵
是
仏
性
。
在
因
為
蔵
。
在
果
為
仏
。

非
始
非
終
。
隠
顕
為
異
耳
。
(大
正
37
・
4
1
7
・
中
)

と
か法

瑠
日
。
仏
性
之
理
。
終
為
心
用
。
錐
復
暫
為
煩
悩
所
隠
。
如
珠
在
皮
中
出

不
久
也
。
(大
正
37
・
4
5
2
・
上
)

等

「隠
・
顕
」
に
よ
る
如
来
蔵
解
釈
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
吉
蔵
が
、
多

く
引
用
批
判
す
る
所
の
浄
影
寺
慧
遠
に
お
い
て
も

『
勝
髪
義
記
』
に

蔵
義
在
隠
。
法
身
離
相
。
在
隠
難
萌
。
出
相
易
顕
。
欲
以
出
纒
。
易
顕
之

身
。
顕
示
彼
蔵
。
(
P
・
c
h
、二
〇
九

一
、
5
紙
20
-
21
行
)

の
如
く

「
隠
・
顕
」
に
よ
る
如
来
蔵
解
釈
が
み
ら
れ
る
。
今
問
題
と
し

て
い
る
吉
蔵
の
如
来
蔵
観
を
考
察
す
る
に
、
『勝

髪
宝
窟
』
に
お
い
て

約
法
身
顕
蔵
顕
時
法
身
。
本
為
煩
悩
所
隠
名
如
来
蔵
也
。
(大
正
37
・
72
・

下
)

と
説
き
、
如
来
蔵
に
つ
い
て
古
来
よ
り
の

「隠
・
顕
」
解
釈
を
も

つ
て

説
明
す
る
の
で
あ
る
。

吉
蔵
は
、
従
来
か
ら
の

「
隠
・
顕
」
を
も
つ
て
如
来
蔵
を
解
釈
す
る
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の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
所
は
他
の
註
釈
者
と
異
る
と
し
て
批
判

の
対
象
を
慧
遠
に
絞
り
、
彼
の
解
釈
を
取
意
の
形
で
引
用
し
て

塾
琶
遅
『
潅
禦
経
義
翫
』

彼
如
来
蔵
為
妄
所
覆
。
所
覆
之
蔵
与

彼
顕
時
法
身
為
本
。
説
為
仏
因
。
説

仏
性
。
如
此
仏
性
与
彼
実
諦
及
仏
法

身
無
二
無
別
。
(略
)
如
来
蔵
者
仏

性
異
名
論
其
体
也
。
是
真
識
心
於
此

心
中
該
含
法
界
恒
沙
仏
法
。
故
名
為

蔵
。
又
為
無
量
煩
悩
所
蔵
亦
名
為

蔵
。
如
来
法
身
纏
此
蔵
申
名
如
来

蔵
。
又
此
蔵
中
出
生
如
来
。
是
故
亦

名
為
如
来
蔵
。
(略
)
初
中
貧
女
喩

諸
凡
夫
。
無
徳
称
貧
。
能
生
真
解

故
名
為
女
。
(大
正
37
・
6
9
0
・
下
-

693
・
上
)

吉
蔵

『
浬
繋
経
遊
意
』

問
。
地
論
亦
隠
顕
義
。
与
今
何
異

解
。
云
語
錐
同
其
意
大
異
。
彼
有
如

本
蔵
体
。
為
妄
所
覆
。
名
之
為
隠
。

復
則
現
出
此
体
。
名
之
為
顕
。
如
貧

女
宝
蔵
暗
室
瓶
勉
。
則
用
此
響
為

義
。
今
則
不
爾
。
此
響
為
破
始
有
。

故
言
本
有
。
量
可
守
斯
為
定
耶
。
今

明
。
只
迷
故
名
隠
名
蔵
。
量
尚
別
有

此
体
可
隠
。
只
悟
故
名
顕
名
法
身
。

無
体
可
顕
。
迷
故
名
隠
隠
無
所
隠
。

悟
故
名
顕
顕
無
所
顕
。
只
迷
因
縁
故

隠
。
悟
因
縁
故
名
顕
。

(大
正
38
・
2
3
1
・
下
)

と
述

へ
解
釈
の
異
り
を
示
し
て
い
る
。
吉
蔵
が
、
地
論
師
と
し
て
引
用

批
判
す
る
所
の
慧
遠

の

「
隠
・
顕
」
如
来
蔵
解
釈

に
就

て

一
言
す
れ

(
2
)

ば
、
慧
遠

の
心
識
説
は
七
識
説
で
、
特
に
八
識
義
が
重
要
と
さ
れ
て
い

(3
)

る
。
慧
遠

は
、
第
八
識
に
八
名
を
上
げ
そ
の
中
に
真
識
が
位
置
付
け
ら

れ
、
第
八
識
は
真
識
と
さ
れ
る
が
、
相
が
性
質
を
隠
す
時
妄
の
本
と
な

る
と
説
明
す
る
。
『勝
髭
経
』
に
説
く

「若
し
如
来
蔵
な
く
ん
ば
苦
を

き
ら
い
浬
榮
を
楽
求
す
る
事
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
六
識
心
法
智
の
七

法
は
不
住

な
る
か
ら
」
と
か

『
樗
伽
経
』
の
水
波
の
喩
の
引
用
か
ら
も

真
妄
相
対
依
持
が
意
味
さ
れ
て
い
る
事
が
理
解
出
来
る
。
故
に
慧
遠
は

第
八
識
を
真
妄
和
合
識
と
考
え
て
い
る
。
真
識
と
言

つ
て
も
真
妄
和
合

の
識

で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
分
析
す
れ
ば
体
と
し
て
の
自
性
清
浄
心
が

あ
り
、
そ
の
用
と
し
て
の
第
八
識
が
あ
る
。
故

に
慧
遠
は
、
如
来
蔵
は

仏
性
で
あ
る
と
し
つ
つ
如
来
蔵
に
よ
つ
て
悟

へ
の
因

た
る
自
性
清
浄
心

を
論
ず
る
の
だ
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
真
識
に
は
、
体
た
る
自
性
清
浄

心
即
ち
仏
性
が
内
包
さ
れ
る
か
ら
如
来
蔵
で
あ

る
と
し
て
、
「顕
」
と

な
れ
ば
そ
の
自
性
清
浄
心
が
前
面
に
顕
れ
る
と
し
、
ま
た
真
識
に
は
、

妄
た
る
煩
悩
性
も
あ
る
事
か
ら
そ
の
自
性
清
浄
心

が
隠
さ

れ
れ
ば

「
隠
」
と
な
る
と
し
て
如
来
蔵
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
慧

遠
を
引
用
批
判
す
る
所
の
吉
蔵
は
、
衆
生
に
於

て
生
死
流
転
す
べ
て
の

在
方
に
対

し
て
顛
倒
を
起
し
迷

つ
て
い
る
が
故

に

「隠
」
と
言

い
、
そ

う
言
う
衆
生
の
在
方
を
如
来
蔵
と
言
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
隠
さ
れ
る

べ
き
体
は
な

い
と
説
明
す
る
。
又
縁
起
た
る
諸
法
の
在
方
を
如
実
知
見

に
よ
つ
て
悟
る
が
故
に

「顕
」
と
言
い
法
身
と
言
う
の
だ
と
解
釈
を
加

え
て
い
る
。
迷

つ
て
い
る
時
は
衆
生
自
身
全
体
が
迷

つ
て
い
る
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
時
点
で
は
隠
さ
れ
る
も
の
は
な
い
。
又
逆
に
す
べ
て
の
在

方
に
就
て
悟

つ
て
い
る
か
ら
顕
と
言
う
の
で
あ

つ
て
、
顕
な
る
時
は
即

ち
真
理
を
身
体
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時

点
顕
さ
れ
る
所
の
も
の

は
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
様

に
吉
蔵
は
、
如
来
蔵
を
理
解
す
る
に
あ

た

つ
て
衆
生
中
に
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
悟

へ
の
内
因
的
な
も
の
を

如
来
の
獅
子
吼
と
し
て
認
め
つ
つ
、
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
れ
ば
隠
と
し

吉
蔵
の
如
来
蔵
義
考

(鶴

見
)
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て
衆
生
自
身
全
体
が

「隠
」
で
あ
る
と
説
き
、
真
理
を
体
得
す
れ
ば
如

来
蔵
の
も

つ
て
い
る
法
身
面
が
顕
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
時
点
で
は

「顕
」

で
あ
る
と
し
て
如
来
蔵
を
実
相
論
的
解
釈
を
以
て
説
明
す
る
の

で
あ
る
。

吉
蔵

は
、
如
来
蔵
解
釈
を
さ
ら
に
展
開
し
て

「
隠
」
た
る
如
来
蔵
と

「顕
」
た
る
法
身
と
の
関
係
を
説
い
て

『
勝
髪
宝
窟
』
に

明
法
身
者
。
即
是
実
相
真
如
法
也
。
此
実
相
正
法
。
隠
名
如
来
蔵
。
此
実
相

法
。
顕
故
名
法
身
。
唯
是

一
実
相
法
。
約
隠
顕
不
同
。

故
有
蔵
之
与
身
。

(大
正
37
・
68
・
下
)

と
説
明

し
て
い
る
。
吉
蔵
に
よ
れ
ば
、
法
身
と
は
真
如
を
体
得
し
て
い

る
即
ち
諸
法
の
在
方
を
体
と
し
て
い
る
事
か
ら
、
諸
法
に
遍
満
す
る
実

相
真
如

の
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
実
相
の
正
法
が
、
生
死
流
転

の
衆
生
界
中
に
内
在
す
る
即
ち
煩
悩
に
よ
つ
て
迷
い
隠

た
る
状
態
に
あ

る
事
を
如
来
蔵
ど
し
、
諸
法
の
在
方
を
如
実
知
見
す
る

こ
と
に
よ
つ
て

実
相
の
正
法
が
明
ら
か
に
な
る
と
言
う
事
で
、
実
相
真
如
の
正
法
が
顕

わ
れ
る
を
法
身
と
す
る
と
定
義
し
、
如
来
蔵
と
法
身
と
を
実
相
正
法
の

立
場
よ
り
論
ず
る
の
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
吉
蔵
が

『
法
華
義

疏
』
の
中

で

諸
法
実
相
者
。
法
華
論
云
。
謂
如
来
蔵
法
身
之
体
。
不
変
故
此
亦
名
実
相
亦

名
仏
性
正
法
。
正
観
之
異
名
也
。
(大
正
34
・
4
8
8
・
下
)

と
示
さ
れ
る
事
か
ら
も
理
解
出
来
、
吉
蔵
の
実
相
観
に
如
来
蔵
が
大
き

な
意
味
を
も

つ
て
い
る
。
法
身
・
如
来
蔵
と
言

つ
て
も
実
相
真
如
の
立

場
よ
り
す
れ
ば
不
二

一
如
の
法
で
あ
る
。
が
し
か
し
、
現
実
差
別
相
対

の
世
界
に
於

て
す
れ
ば
、
如
来
と
衆
生
と
は
厳
然
と
し
て
異
る
の
で
あ

つ
て

「
顕
」
た
る
法
身
と

「隠
」
た
る
如
来
蔵

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
於
て
異
る
の
で
あ
る
。

こ
の
現
実
観
を
捕
え

つ
つ
、
法
身
・

如
来

蔵
と
は
不
二

一
如
な
る
事
を
示
し
て

『
勝
髭
宝
窟
』
に

如
来
蔵
中
恒
沙
仏
法
同

一
体
義
分
。
如
就
諸
徳
説
名
為
常
。
離
諸
徳
外
無
別

有

一
常
性
不
可
得
。
我
楽
浄
等
類
亦
同
然
。
又
就
常
等
説
為
解
脱
。
離
常
等

外
無
別
有
一
解
脱
。
自
性
法
身
波
若
類
亦
同
然
。
如
是

一
切
。
是
故
諸
徳
皆

無
自
性
無
此
性
相
。
故
説
為
空
。
(大
正
37
・
73
・
下
)

と
説
く
の
で
あ
る
。
法
身
が
如
来
蔵
と
し
て
隠
た
る
も
法
身
の
功
徳
と

言
う
面
に
関
し
て
言
え
ば
、
法
身
と
不
二
な
る
如
来
蔵
に
具
足
さ
れ
て

い
る
の
が
道
理
で
あ
る
。
法
身
の
徳
は
常
楽
我
浄
と
も
換
言
で
き
る
。

し
か
し
、
法
身
と
言
え
ば
も
唯

一
絶
対
と
し
て
不
変
な
る
も
の
で
は
な

く
、
空
即
ち
無
自
性
と
し
て
の
在
方
を
体
と
し

て
い
る
と
説
明
す
る
の

で
あ
る
。
如
来
蔵
が
本
質
的
に
も

つ
て
い
る
悟

へ
の
因
が
、
煩
悩
よ
り

脱
す
れ
ば
法
身
と
同

一
と
な
る
と
言
う
点
で
仏

の
功
徳
が
如
来
蔵
に
具

足
さ
れ
て
い
る
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
徳
と
し
て
の
別
体

が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
徳
の
体
は
空
で
あ
る
と
し
て
吉
蔵
は
、
如
来

蔵
解
釈
の
裏
付
け
を
空
観
を
も
ち
い
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ

う
し
て
吉
蔵
は
、
般
若
空
観
の
立
場
よ
り

「隠
」
た
る
如
来
蔵
と

「顕
」

た
る
法
身
と

の
論
理
的
相
即
関
係
を
述

べ
て

い
る
。
ま

た

『
勝
髭
宝

窟
』
に
於
て
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又
欲
説
波
若
。
故
説
仏
性
。
波
若
即
是
中
道
智
慧
。
令
衆
生
遠
離
有
無
二

見
。
令
知
生
死
之
中
。
無
虚
妄
我
故
。
息
其
有
見
。
有
如
来
蔵
。
息
於
無

見
。
(
申
略
)
以
如
是
等
諸
因
縁
故
。
説
如
来
蔵
。
此
是
仏
法
之
大
意
也
。

(大
正
37
・
67
・
中
)

と
吉
蔵

は
説
い
て
い
る
。

こ
の

一
文
は
、
印
度
如
来
蔵
思
想
の
根
本
的

論
疏
で
あ
る

『
宝
性
論
』
の
第

五
六
偶
に

「
以
前
諸
経
に
於
て
は
、

凡
て

一
切
の
境
は
空
で
、
雲
・

夢
・
幻
像
の
如
く
で
あ
る
と
説
か
れ
て

い
た
の
に
、
何
故
仏
性
が

一
切
衆
生
中
に
有
る
と
諸
仏
が

こ
こ
に
於
て

説
く
の
か
」
(
R
G
V
1
・
1
5
6
)
(大
正
31
・
8
4
0
・
中
-
下
)
と
言
う
問
が
想

起
さ
れ

る
の
で
あ
り
、
吉
蔵

の
立
場
よ
り
、

こ
の

『
宝
性
論
』
の
疑
問

に
答
え
を
出
し
て
い
る
様
に
も
思
わ
れ
る
。
右
記
の
如
く
吉
蔵
は
、
如

来
蔵
を
説
く
事
は
般
若
を
説
く
事
で
あ

る
と
定
義
す
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
般
若
は
中
道
の
智
慧
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
と
説
明
す
る
の
で

あ
る
。
般
若
は
、
衆
生
を
し
て
有
無
の
相
対
的
二
見
を
遠
離
せ
し
め
る

が
、
そ
の
内
容
は
、
生
死
流
転
せ
る
現
実
世
界
に
於
て
生
じ
る
有
見
を

無
我
・

空
の
側
面
よ
り
断
じ
、
仏

へ
の
向
上
性
の
因
を
説
く
如
来
蔵
思

想
に
よ

つ
て
無
見
を
断

つ
と
説
き
、
吉
蔵
は
、
如
来
蔵
に
般
若
思
想
を

融
合
さ

せ
て
論
究
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「隠
・
顕
」
に
ょ

つ
て

実
相
論
的
論
理
的
構
造
を
以

つ
て
説
明
す
る
吉
蔵
の
如
来
蔵
観
に
ょ
つ

て
、
三
論
無
所
得
の
実
相
の
立
場
を
よ
り
徹
底
さ
せ
る
事
が
仏
法
の
大

意
即
ち
仏
法
の
真
髄
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
吉
蔵
の
如

来
蔵
観

に
よ
る
論
理
構
造
を
図
式
化
す
れ
ば
下
記
の
如
く
と
な
ろ
う
。

以
上
、
如
来
蔵
思
想
は
、
如
来
の
立
場
か
ら
の
主
張
で
あ
り
、
衆
生

に
内
在
す
る
悟

へ
の
因
を
認
め
、
そ
れ
に
よ
り
導
か
れ
る
在
方
と
法
身

と
は
同
格
と
す
る
の
が

『勝
髭
経
』
の
定
義
で
あ
る
。
こ
の
定
義
を
吉

蔵
は
、
古
来
か
ら
用
い
ら
れ
る

「
隠
・
顕
」
解
釈
を
導
入
し
て
解
釈
を

加
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の

「隠
・
顕
」
解
釈
に
は
、
他
に
み

ら
れ
な
い
無
所
得
を
立
場
と
し
た
吉
蔵
の
実
相
論
的
解
釈
が
伺
わ
れ
、

且

つ
如
来
蔵
思
想
が
、
吉
蔵
の
思
想
構
築
に
果
た
し
た
論
理
的
構
造
を

も
合
せ
て
理
解
出
来
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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